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失敗事例のタイトル  
	
 ピッチコークス工場ディレードコーカー・トップコンデンサーの腐食 

一次原因（材料要素）  
全面腐食	
 凝縮腐食 

機種  
	
 コンデンサー 

部品  
	
 伝熱管 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
	
 SUS316 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
	
 ディレードコーカー・コンビネーションタワーの SUS316 ステンレス鋼製トップコンデンサーの水分凝縮ゾ
ーン付近で、チューブ、本体が孔食を伴った全面腐食により、２～３年に１回チューブを更新していた(付図)。 

調査内容とその結果  
コンデンサー凝縮水の分析結果、塩化物、硫化物、アンモニアが多く検出された。 

損傷発生のシナリオ  
硫化水素、アンモニア濃度が高い湿潤環境条件下であることから、硫化アンモニウムによって、生成した FeS 
皮膜 を剥がすため激しい腐食を生じさせた。さらにチオシアンなどの相乗作用が考えられる。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
 実験室試験および実地試験で良好な耐食性を示したチタン２種で、熱交換器一式を更新した。その後、腐食問
題は全く認められず、設備は順調に稼動している。 

教訓  
	
 腐食の主因である塩化物は、Na で固定化しているため熱分解は起きないものとして、また、石油系では
SUS316 が使用されており、設備コストを考慮して SUS316を採用したが、実際には塩化物が非常に多く腐食
が発生した。装置が金属であることから、触媒作用など他の要因も考慮の上、実験室試験などで幅広い材料選

定を行う必要があった。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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